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分、 50.22玄6.31mllkgf分、 167.1二と8.4拾/分、 2.58土0.55
mmolllであった。 4滋類の異なるピッチでのランニング持の
綴は.換気議，綾議摂取滋および心釣数においては抵.議速
器寺ともにいずれの条件においても自由進行時の緩よりも有窓
に潟{誌をぶしたり血中乳酸濃度については、鉱速時ではピッ
チを議も少なくした条件 (-10---12%)にのみ帯意に高い銭
(1.55土0.6討を示し、 i高速時では、ピッチを最も少なくし
た条件と多くした条件付10---12%)で自由走行時見比べ
有意に潟綴(それぞれ3.18:と0.92，2.97土0.74)を示したe
筋の襲安講~llVl態を示すとされているωcy-Hb. Mb濃度〈運動中
の平均吸光{交を指様)については、前VP乳酸濃度の動態とiま
ぽFf:tI様の傾向をえ去した。以上のととから、ランニングにおけ
るピッチやストライドを変化させた場合の生体における生礎
的部容が換気畿、機紫摂取議および心拍数む反応と筋の綾紫
動態や血I:tJ乳費支濃度などの米織の反応とは異なることが示唆
された@
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